
元気に育ってね！



　

本
市
は
、
静
波
・
細
江
、
相
良

な
ど
の
沿
岸
部
に
、
約
７
割
の
市

民
が
生
活
し
て
お
り
、
こ
の
周
辺

に
公
共
施
設
な
ど
の
都
市
イ
ン
フ

ラ
が
集
積
し
て
い
ま
す
。
ま
た
こ

の
沿
岸
部
に
は
、
15
㌔
㍍
の
砂
浜

の
ほ
か
、
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
や
豊

か
な
農
林
水
産
物
を
楽
し
め
る
地

域
の
魅
力
が
あ
り
、
観
光
サ
ー
ビ

ス
産
業
に
関
す
る
高
い
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
を
持
っ
た
地
域
で
す
。

　

一
方
で
、
震
災
リ
ス
ク
な
ど
か

ら
高
台
部
の
生
活
環
境
へ
の
ニ
ー

ズ
も
増
え
て
い
る
た
め
、
東
名
高

速
道
路
相
良
牧
之
原
Ｉ
Ｃ
（
イ
ン

総合計画は、牧之原市をどんなまちにしていくか、そのためにどんなことをするかを
総合的・体系的にまとめた計画で、市の全ての計画や事業の基本となるものです。
現在、市では、令和５年度からスタートする第３次総合計画の策定を進めています。

問い合わせ　秘書政策課　本間直樹　☎㉓0052

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
）
北
側
へ
の
、
新

た
な
拠
点
形
成
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
進
め
て
い
ま
す
。
高
台
部
に
は

富
士
山
静
岡
空
港
な
ど
、
国
内
外

か
ら
の
玄
関
口
と
な
る
イ
ン
フ
ラ

が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、国
道
４
７
３
号
Ｂ
Ｐ（
バ

イ
パ
ス
）
周
辺
は
、
御
前
崎
港
の

輸
出
入
の
利
便
性
も
あ
り
、
ス
ズ

キ
株
式
会
社
な
ど
の
企
業
が
多
数

集
積
し
、
周
辺
地
域
か
ら
毎
日
多

く
の
従
業
員
が
通
勤
し
て
い
ま
す
。

　

本
市
は
、
豊
か
な
自
然
と
高
度

な
産
業
集
積
が
共
存
す
る
と
と
も

に
、
陸
海
空
の
交
通
イ
ン
フ
ラ
が

整
備
さ
れ
て
い
る
強
み
を
も
っ
て

い
ま
す
。

　

左
の
グ
ラ
フ
の
と
お
り
、
本
市

で
は
10
年
前
に
比
べ
て
出
生
数
が

半
減
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
子

ど
も
を
生
み
、
育
て
る
世
代
が
市

外
に
流
出
し
て
い
る
こ
と
が
大
き

な
要
因
で
す
。

　

若
者
か
ら
住
む
場
所
と
し
て
選

ば
れ
る
魅
力
を
高
め
な
け
れ
ば
、

市
の
持
続
性
は
確
保
で
き
ま
せ
ん
。

　

第
３
次
総
合
計
画
は
、
こ
の
地

域
が
持
つ
資
源
や
産
業
の
力
を
活

か
し
、「
住
む
魅
力
」
や
「
市
外

か
ら
人
を
呼
び
込
む
魅
力
」
を
高

め
る
こ
と
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
策

定
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

理
念
や
考
え
方
を
記
載
す
る
８

年
間
の
「
基
本
構
想
」、
個
別
施

策
の
方
向
性
な
ど
の
４
年
単
位
の

「
基
本
計
画
」、
毎
年
見
直
す
個
別

事
業
の
「
実
施
計
画
」
の
３
層
構

造
と
し
ま
す
。



　

ス
マ
ホ
は
、
左
の
グ
ラ
フ
の
通
り
、
64
歳
ま
で
の
人
の
８
割
以
上

に
普
及
し
、
情
報
収
集
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し
て
、

生
活
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
社
会
の
デ
ジ
タ
ル
化
が
急
速
に
進
む
中

で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
買
い
物
が
増
加
し
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
決
済
な
ど

に
よ
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
サ
ー
ビ
ス
が
定
着
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
、ス
マ
ホ
で
で
き
る
こ
と
が
増
え
、ま
す
ま
す
便
利
に
な
っ

て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

市
で
は
本
年
度
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
な
ど
の
情
報
通
信
端
末
を

利
用
で
き
る
人
と
で
き
な
い
人
と
の
間
に
生
じ
る
格
差
、
い
わ
ゆ
る

「
デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド
」
対
策
と
し
て
、
特
に
ス
マ
ホ
を
活
用
す
る

た
め
の
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

ス
マ
ホ
を
所
有
し
て
い
な
い
人
を
対
象
と
し
た
「
ス
マ
ホ
体
験
教

室
」
や
、
ス
マ
ホ
を
も
っ
と
使
い
こ
な
し
た
い
個
人
・
団
体
向
け
の

「
ス
マ
ホ
講
座
」、
65
歳
以
上
の
人
を
対
象
と
し
た
「
シ
ニ
ア
世
代
ス

マ
ホ
購
入
補
助
」
な
ど
の
事
業
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

スマホを持っていない人 スマホ操作を自分の端末で学びたい人 市内の自治会やサークルなどの団体

端末を触りながら、スマホの
基本的な内容を学びます

ガラケーとスマホの違いと特
徴、機種の違いについて

マップ、カメラ、写真、電話

スマホの基本操作から応用まで、４つ
のメニューから幅広く学びます

スマホの説明、電話、メール
写真、Wi-Fi、インターネット
LINE、電話、位置情報
キャッシュレス、マップ

個人スマホ講座（左）のメニュー
のほか、団体の希望に合わせて講
座を行います
（例：入門編＋ LINE　など）

８月10日水・８月24日水

８月19日金・８月30日火

＊時間は全て午前10時～正午

６月16日木・７月28日木
６月30日木・８月４日木
７月14日木・８月18日木
９月29日木

カタショーワンラボ
　　　　（旧片浜小：片浜1216番地１）
＊令和５年２月28日火までの期間中、　
　20回程度開催予定。上記以降の開催
　日程などは、株式会社マキノハラボ
　に確認してください

団体と個別に相談
団体で用意してください

＊令和５年２月28日火までの期間
　中、40回程度開催予定

各回20人 各回10人 各回10人

７月25日月 各教室開催日の１週間前 令和５年２月14日火

スマホを使用している人の割合
（Ｒ３年度牧之原市市民意識調査より）

80歳
以上

70歳～
79歳

65歳～
69歳

60歳～
64歳

50歳～
59歳

40歳～
49歳

30歳～
39歳

20歳～
29歳

19歳
以下

13.2％

40.7％

60.0％

81.6％

87.8％

92.7％

100.0％

96.1％

94.1％

　

初
め
て
ス
マ
ホ
を
購
入
し
た
市
民
に
対
し
、
最

大
１
万
円
を
補
助
し
ま
す
。

　

▼
令
和
５
年
３
月
31
日
ま
で
に
65
歳
以
上
に
な

　
　

る
牧
之
原
市
民

　

▼
令
和
４
年
４
月
１
日
以
降
に
ス
マ
ホ
を
初
め

　
　

て
購
入
し
た
人

　
　
（
ガ
ラ
ケ
ー
か
ら
の
乗
り
換
え
も
含
む
）

　

▼
世
帯
に
市
税
の
滞
納
が
な
い
人

　

▼
牧
之
原
市
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
を

　
　
「
友
だ
ち
登
録
」
し
て
い
る
人

　

▼
ス
マ
ホ
本
体
代
金

　

▼
充
電
器
や
充
電
ケ
ー
ブ
ル

　
　
（
本
体
に
付
属
し
て
い
な
い
場
合
）

　

▼
事
務
手
数
料
、
デ
ー
タ
移
行
手
数
料

　

令
和
５
年
３
月
31
日
金

　

▼
交
付
申
請
書
兼
請
求
書

　
　
（
市
役
所
に
配
架
）

　

▼
契
約
者
・
支
払
額
の
分

　
　

か
る
書
類
の
写
し

　

▼
振
込
口
座
通
帳
の
写
し

　

▼
購
入
し
た
ス
マ
ホ

　

市
役
所
榛
原
庁
舎
３
階　

デ
ジ
タ
ル
推
進
課

　

☎
（
23
）
０
０
３
３

　

市
で
は
、
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
や
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

に
関
す
る
支
援
窓
口
を
開
設
し
ま
し
た
。
ス
マ
ホ

を
お
持
ち
で
な
い
人
や
、
や
り

方
が
分
か
ら
な
い
人
は
、
ぜ
ひ

ご
活
用
く
だ
さ
い
。
電
話
で
の

問
い
合
わ
せ
に
も
対
応
し
ま
す
。

　

▼
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
申
請

　

▼
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
健
康
保
険
証
利
用

　
　

申
し
込
み
、
公
金
受
取
口
座
の
登
録

　

▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
証
明

　
　

書
に
係
る
申
請
（
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
）

　

▼
ア
プ
リ
設
定

　

榛
原
庁
舎
２
階
ラ
ウ
ン
ジ

　

相
良
庁
舎
１
階
ロ
ビ
ー

　

☎
（
53
）
２
６
０
５

10
人
〜
20
人
の
牧
之
原
市
民
を
対
象
と
し
て
、

市
内
の
事
業
所
・
公
民
館
な
ど
へ
職
員
が
出
向
い

て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

申
請
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

写
真
撮
影
無
料
。

　

市
民
課　

☎
（
23
）
０
０
２
１

スマホの基本から応用まで、受講者の学びたい内容に合わせ、
実際に端末を触りながら操作を覚えることができます。

　牧之原市デジタル推進課
　株式会社マキノハラボ（旧片浜小学校）　担当：佐野・大石
　①電話：070（4368）8364（午前９時～午後９時　休日可）

　　　　　　②ファックス：23-7787　 ③メール：info@makilabo.jp

問
い
合
わ
せ　

デ
ジ
タ
ル
推
進
課　

名
波
由
理
加

　
　
　
　
　
　

☎
（
23
）
０
０
３
３

詳細は市HPへ

詳しくは
市ホームページへ



本年10月１日から、 一定以上の所得のある人（75歳以上の人など）は、現役並み所得者（窓
口負担割合３割）を除き、医療費の窓口負担割合が２割になります。
変更対象となる人は、後期高齢者医療の被保険者全体のうち約20％の人です。

問い合わせ　国保年金課　笠井麻央　☎㉓0023

本年度以降、団塊の世代が75歳以上になり始めるこ
とから、医療費の増大が見込まれています。
グラフ１のとおり、後期高齢者の医療費（窓口負担を
除く）のうち、約４割は現役世代（子や孫）の負担（支
援金）となっており、今後も拡大していく見通しとなっ
ています。
今回の窓口負担割合の見直しは、現役世代の負担を抑
え、国民皆保険を未来につないでいくためのものです。

世帯の窓口負担割合が２割の対象となるかどうかは、75歳以上の人（＊１）の課税所得（＊２）や年金収入（＊３）
をもとに、世帯単位で判定します。令和３（2021）年中の所得をもとに、本年９月ごろに被保険者証を送ります。

＊1　後期高齢者医療の被保険者は、75歳以上の人（65～74歳で一定の障害の状態にあると広域連合から認定を受けた人を含む）
＊ 2　「課税所得」＝住民税納税通知書の「課税標準」の額（前年の収入から、給与所得控除や公的年金等控除、所得控除（基礎控除
　　や社会保険料控除など )を差し引いた後の金額）
＊ 3　「年金収入」には、遺族年金や障害年金は含みません
＊ 4　「現役並み所得者」＝課税所得145万円以上で、医療費の窓口負担割合が３割の人
＊ 5　「その他の合計所得金額」＝事業収入や給与収入などから、必要経費や給与所得控除などを差し引いた後の金額

本年10月１日の施行後３年間（令和７（2025）年９月30日まで）
は、２割負担となる人について、１カ月の外来医療の窓口負担割
合の引き上げに伴う負担増加額を３千円までに抑えます（入院の
医療費は対象外）。
配慮措置の適用で払い戻しとなる人には、事前に登録されている
高額療養費の口座に、高額療養費として後日払い戻します。

申請書がお手元に届いたら、申請書に記載の内容に沿って、口座の登録をしてください。



　

人
が
生
活
す
る
中
で
、
ト
イ

レ
や
お
風
呂
・
炊
事
・
洗
濯
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
生
活

排
水
が
発
生
し
ま
す
。
そ
の
量

は
１
人
当
た
り
１
日
２
０
０

リ
ッ
ト
ル
（
浴
槽
１
杯
分
）
と

も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
だ

け
多
く
の
汚
れ
た
水
を
何
も
処

理
せ
ず
に
そ
の
ま
ま
川
な
ど
に

流
し
て
し
ま
う
と
、
自
然
環
境

に
さ
ま
ざ
ま
な
悪
影
響
を
与
え

て
し
ま
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決
す
る

た
め
、
生
活
排
水
を
き
れ
い
な

水
に
変
え
て
か
ら
川
な
ど
へ
放

流
す
る
た
め
の
装
置
が
「
浄
化

槽
」
で
す
。

　

浄
化
槽
に
は
、
単
独
処
理
浄

化
槽
（
単
独
槽
）
と
合
併
処
理

浄
化
槽（
合
併
槽
）が
あ
り
ま
す
。

　

単
独
槽
は
ト
イ
レ
か
ら
の
排

水
の
み
を
浄
化
し
ま
す
が
、
合

併
槽
は
家
庭
か
ら
出
る
排
水
す

べ
て
を
浄
化
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

現
在
、
単
独
槽
を
新
た
に
設

置
す
る
こ
と
は
、
法
律
に
よ
り

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

川
が
汚
れ
る
大
き
な
原
因
は
、

生
活
排
水
で
す
。

　

単
独
槽
で
は
ト
イ
レ
の
排
水

し
か
浄
化
で
き
ず
、
お
風
呂
や

洗
濯
な
ど
の
生
活
排
水
は
、
す

べ
て
川
に
直
接
流
出
し
て
し
ま

い
ま
す
。

　

一
方
、
合
併
槽
は
家
庭
か
ら

出
る
排
水
す
べ
て
を
浄
化
す
る

た
め
、
水
の
汚
れ
は
単
独
槽
の

８
分
の
１
程
度
に
減
ら
す
こ
と

が
で
き
、
よ
り
水
環
境
を
守
る

こ
と
に
適
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
合
併
槽
へ
の
転
換

を
推
進
す
る
た
め
、「
単
独
槽

ま
た
は
く
み
取
り
便
槽
か
ら
合

併
槽
に
設
置
替
え
す
る
場
合
」

は
、「
新
増
築
な
ど
で
合
併
槽

を
設
置
す
る
場
合
」
の
補
助
金

額
に
上
乗
せ
し
た
補
助
金
額
を

交
付
し
て
い
ま
す
（
表
１
）。

　

ま
た
、
単
独
槽
か
ら
の
転
換

は
、「
既
存
の
単
独
槽
の
撤
去

に
係
る
工
事
費
」
と
「
新
た
に

排
水
管
な
ど
を
敷
設
す
る
た
め

の
宅
内
配
管
工
事
費
」
に
対
し

て
も
補
助
金
を
交
付
し
て
い

ま
す
（
表
２
）。
こ
の
機
会
に
、

合
併
槽
へ
の
転
換
を
ご
検
討
く

だ
さ
い
。

　

補
助
制
度
は
、
国
や
県
か
ら

の
補
助
を
原
資
と
し
て
運
用
し

て
い
ま
す
。
国
の
補
助
に
つ
い

て
は
、
令
和
８
年
度
で
終
了
す

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

川
や
海
の
水
環
境
を
向
上
さ
せ
、
生
活
環
境
を
守
る
た
め
、
市
で

は
合
併
処
理
浄
化
槽
へ
の
転
換
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
日
頃
か
ら
浄
化
槽
の
適
正
な
維
持
管
理
を
行
い
、
本
来
の

性
能
を
維
持
す
る
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ　

環
境
課　

西
尾
亘　

☎
（
53
）
２
６
０
９



「まきトレ」
まきのはら健康マイレージが始まります！

～新たに 親子版 がスタート～
「まきのはら健康マイレージ」とは、市民の皆さんが健康づくりに取り組むことで、心も体
も健康になることを応援するための健康ポイント制度です。本年から、新たに小学生と父母
（または祖父母）を対象にした「親子版」が開始されます。
日々の運動や規則正しい生活などでポイントを貯めて、家族みんなで健康になりましょう。

問い合わせ　健康推進課　鈴木沙愛　☎㉓0024

まきのはら健康マイレージの流れ

１.パンフレットを入手

▶さざんかや相良保健センターなどでパンフレット
　を入手（市ホームページからダウンロードも可）。
▶目標や取り組みを考える。

▶夏休み前に学校でパンフレットを配布予定（市　
　ホームページからダウンロードも可）。
▶目標や取り組みを親子で考える。

２. ポイントを貯める

健康づくりを実践したら、パンフレットのポイント
カードに記入し、40ポイント貯める。
［実施期間］７月１日金から12月31日土まで

健康づくりを実践したら、パンフレットの
チャレンジシートに記入し、30ポイント貯める。
［実施期間］７月23日土から８月31日水まで

３. ポイントカードやチャレンジシートを提出し、お得なカードと交換＆抽選会に参加

さざんかまたは相良保健センターへ提出し、お得
な特典と交換。

［カード交換期間］　令和５年１月31日火まで

［特典１］　達成者全員に「ふじのくに健康いきい
　　　　　きカード」をプレゼント
［特典２］　お得な商品が当たる抽選会に参加
　　　　　（抽選会は令和５年２月予定）
［特典３］　先着100人にペットボトルドリンクを
　　　　　プレゼント

学校またはさざんか・相良保健センターへ提出し、
お得な特典と交換。

［提出期限］
▶各学校＝９月９日金
▶さざんか・相良保健センター＝９月30日金

［特典１］　達成者全員（親・子）に「ふじのくに
　　　　　健康いきいきカード」をプレゼント
［特典２］　お得な商品が当たる抽選会に参加
　　　　　（抽選会は令和４年11月予定）

県内の「ふじのくに健康いきいきカード」協力店（県
下約1,100店舗）においてカードを提示することによ
り、お店ごとのさまざまなサービスが受けられるお得
なカードです。
サービスの内容は、そのお店や施設により異なります。

ふじのくに健康いきいきカード

成人版 親子版

静岡県内協力店舗
検索ページ

NEW!

まきのはら筋力ＵＰ!体操

市では、理学療法士のアドバイスを受けて、筋力アップに効果的な
体操を制作しました。元気なうちから定期的な運動を行い、ロコモ
ティブシンドロームを予防しましょう！

問い合わせ　健康推進課　加藤明香　☎㉓0024

「まきトレ」ができました

筋・骨格
がん
糖尿病
高血圧症
脳 塞
精神

脂質異常症
狭心症
脳出血
心筋 塞
動脈硬化症
脂肪肝

高尿酸血症

対象：市内在住の「小学生」と
「父母（または祖父母）」の「ペア」

夏休みに
取り組もう！

対象：18歳以上の牧之原市
在住・在勤の人

牧之原市の１人当たりの費用額
　は「筋・骨格系疾患」が最も高い
筋・骨格系疾患の中では「骨折」
　の医療費が最も高い

ロコモチェック！　最近こんなことはありませんか？
 片脚立ちで靴下がはけない
 家の中でつまずいたり滑ったりする
 階段を上がるのに手すりが必要だ
 家のやや重い仕事（掃除機の使用、布団の上げ下ろしなど）が難しい
 ２㎏程度の買い物をして持ち帰ることが難しい
15分くらい続けて歩くことができない
 横断歩道を青信号で渡り切れない

▲リーフレットは、健康推進課（さざんか）と
　相良保健センターで配布しています。
　お気軽にお問い合わせください！

ど

３万円 ６万円 ９万円 12万円 15万円

１人当たり費用額
（牧之原市疾病統計（令和２年度分）　75歳以上の疾病別統計）

体操の動画は
YouTubeで
配信中！

１つでも当てはまったら、
ロコモの可能性がありま
す。まきのはら筋力UP ! 
体操「まきトレ」で、ロコ
モを予防しましょう！

筋・骨格系疾患の前兆？
ロコモ（ロコモティブシンドローム）
ロコモとは、筋肉・骨・関節などの運動器
の働きが衰えることにより、立つ、歩くな
どの移動機能が低下している状態のことで
す。ロコモが進行すると、普段の生活にお
ける自立度が低下し、要介護状態になる危
険性が高まります。

関節、筋肉、神経などのケガや
痛み（腰痛、関節炎など）



名称 サービス概要 提供内容 対象要件 自己負担 申請に必要な物

［１］
緊急通報
システム
（★）

ひとり暮らし高齢
者などの日常の安
心と緊急事態への
スムーズな対応の
ために、自宅に機
器を貸し出す。

▶緊急通報システム
▶火災異常通報システム
▶ガス漏れ異常通報シス
　テム
▶安否確認システム

年収100万円以下で
ある75歳以上のひと
り暮らし高齢者で、
自宅に電話回線があ
る人

▶利用料＝　
　月額178円
▶定時交信料
　＝電話料金
　に月額300
　円加算

なし

［２］
配食
サービス
（★）

食事の調理が困難
なひとり暮らし高
齢者などに配食を
行い、併せて安否
の確認を図る。

利用者１人当たり週３食
程度、昼食または夕食を
配食する。
［配食業者］
①株式会社ワタミ
　月曜日～金曜日のみ
②ライフデリ牧之原・御
　前崎・吉田店
　定休日なし

食事の調理が困難で
かつ年収100万円以
下であり、次のいず
れかに当てはまる人
おおむね65歳以上
　のひとり暮らし者
高齢者のみ世帯ま
　たはこれに準ずる
　世帯
身体障害者世帯

ご飯付き
　① 470円
　② 450円
おかずのみ
　① 370円
　② 400円

なし

［３］
徘徊
高齢者
家族支援
サービス

徘徊高齢者を早期
に発見するため、
専用端末機を購入
または借用した
時、初期導入にか
かる費用の一部を
助成する。

専用端末機の初期設置費
用やGPS機能付携帯電話
機の購入費用など
（助成限度額＝ 7,350円）

65歳以上で徘徊の見
られる認知症高齢者
を介護している家族

毎月の基本料
金など

専用端末機の概
　要がわかる書類
初期導入費用の
　領収書
介護サービス計
　画書
振込先の通帳
印鑑

［４］
高齢者等
早期発見
ＳОＳ
システム

行方不明になるお
それのある高齢者
の特徴や写真を事
前に登録しておく
ことで、行方不明
になった際に、迅
速に対応できるよ
うにする。

行方不明になった際、す
ぐに事前登録情報を活用
し、同報無線や「市LINE
公式アカウント」、「まき
のはらTeaメール」で情報
を配信することで、早期
の発見につなげる。

認知症により行方不
明になる可能性があ
る人

なし
対象者の写真
緊急連絡先がわ
　かるもの

［５］
運転
免許証
自主返納
支援事業

高齢者の運転によ
る交通事故の減少
を図るため、運転
免許証を自主返納
した市内の高齢者
に対し、助成を行
う。

［助成内容］
（どちらかを選択）
デマンド乗合タクシー
　無料券
静岡県タクシー共通　
　クーポン券

［助成金額］
６千円分相当

次の条件を満たす人
運転免許証を返納
　した65歳以上の人
運転経歴証明書の
　発行を１年以内に
　受けた人

なし

印鑑
運転経歴証明書

＊申請に来るのが
　本人でない場合
　は、委任状が必
　要です。
＊牧之原警察署で
　は、運転免許証
　の返納から、市
　の助成制度の申
　請までの手続き
　を一度に行うこ
　とができます。

高齢者福祉サービス
を活用してください

介護保険サービスとは別に、市が実施している高齢者福祉サービスが
あります。市内在住者で対象要件を満たしていれば、申請により各種
サービスを利用いただけます。
サービスの利用や詳しい内容については、お問い合わせください。

問い合わせ　長寿介護課　原口和人　 ㉓0074

★［１］、［２］は審査の上、サービス提供を決定することとなります。

相良Ｂ＆Ｇ海洋センタープールは、機械設備の老朽化と新型コロナウイルス感染
症の影響により、令和２年度と３年度のプール営業を休止していました。
休止期間中にリニューアル工事を実施し、本年度新たにオープンします。
オープン当日にはリニューアルイベントを予定しています。ぜひ、夏のＢ＆Ｇプー
ルへお越しください。お待ちしています！
＊新型コロナウイルスの感染状況により、プール営業を変更する場合があります。
あらかじめご了承ください。

問い合わせ　スポーツ推進課　政野隆輔　☎532643

金 水 
▶
▶
＊ 水 土

▶ ▶



き
、
流
出
が
確
認
さ
れ
た
際
に
は
、

上
流
側
お
よ
び
下
流
側
の
水
田
管

理
者
が
協
力
し
て
片
付
け
作
業
に

あ
た
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
本
来
、
稲
わ
ら
の
処
分

は
自
己
処
分
が
原
則
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
市
で
は
一
定
の
条
件
を
満

た
し
た
場
合
を
除
き
、
水
田
内
へ

漂
着
・
堆
積
し
た
稲
わ
ら
の
処
分

は
実
施
し
ま
せ
ん
の
で
、
各
自
で

適
正
な
管
理
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
お
茶
振
興
課　

基
盤
整
備
係

　

近
年
、
荒
廃
農
地
の
増
加
に
伴

い
、
隣
地
の
所
有
者
か
ら
の
苦
情

（
営
農
に
支
障
が
あ
る
・
虫
が
湧

く
・
見
通
し
が
悪
い
・
子
ど
も
の

通
学
路
で
危
な
い
な
ど
）
が
非
常

に
増
え
て
い
ま
す
。
近
隣
の
耕
作

者
や
住
宅
な
ど
に
迷
惑
を
か
け
な

い
よ
う
に
、
所
有
者
の
責
任
で
適

し
て
周
辺
環
境
の
保
全
を
確
保
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

特
に
ラ
ベ
ル
に
は
適
用
作
物
名

や
有
効
期
限
、
希
釈
倍
率
が
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
効
果
や
安

全
性
に
つ
い
て
の
指
示
事
項
を
必

ず
守
り
、
適
切
な
使
用
を
心
掛
け

ま
し
ょ
う
。

問
農
林
水
産
課　

特
産
係

　

農
地
を
耕
作
以
外
の
用
途
に
利

用
す
る
場
合
に
は
、
農
地
転
用
許

可
が
必
要
で
す
。

　

違
反
転
用
し
た
場
合
に
は
、
農

地
に
復
元
す
る
よ
う
指
導
・
勧
告

さ
れ
、罰
則
（
懲
役
ま
た
は
罰
金
）

が
科
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

計
画
地
や
事
業
内
容
に
よ
っ
て

は
許
可
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

－ 農林水産課・お茶振興課からのお知らせ

▼
農
地
転
用
申
請
書
受
付
締
切
日

＝
毎
月
25
日
（
休
日
の
場
合
は
、

休
日
前
の
開
庁
日
）

問
農
林
水
産
課　

農
地
農
政
係

　

水
田
を
埋
め
て
畑（
茶
園
含
む
）

に
す
る
た
め
に
は
、
畑
地
転
換
承

認
申
請
が
必
要
で
す
。

　

事
前
着
工
し
た
場
合
に
は
、
現

状
に
復
元
す
る
な
ど
の
指
導
を
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
埋
め
立
て
後
は
違
反
転

用
と
な
ら
な
い
よ
う
、
農
地
と
し

て
適
正
な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
畑
地
転
換
承
認
申
請
書
受
付
締

切
日
＝
毎
月
25
日
（
休
日
の
場
合

は
、
休
日
前
の
開
庁
日
）

問
農
林
水
産
課　

農
地
農
政
係

　

耕
作
目
的
で
農
地
を
貸
し
借
り

す
る
場
合
に
は
、
市
に
貸
借
の
申

し
込
み
を
し
て
い
だ
た
き
、
農
業

委
員
会
の
承
認
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

　

貸
借
に
は
２
つ
の
方
法
が
あ
り
、

相
対
で
行
う
利
用
権
設
定
と
、
農

地
中
間
管
理
事
業
を
活
用
す
る
も

の
が
あ
り
ま
す
。

　

賃
借
料
は
、
貸
主
と
借
主
の
両

　

市
と
志
太
榛
原
農
林
事
務
所
で

は
、
坂
部
・
坂
口
地
区
の
水
田
に

お
い
て
、
排
水
不
良
を
解
消
す
る

た
め
に
暗あ

ん

渠き
ょ

排
水
管
を
設
置
す
る

工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

施
工
に
当
た
り
、
暗
渠
排
水
管

の
緩
衝
材
と
し
て
、
も
み
殻
を
使

用
し
て
い
ま
す
が
、
工
事
の
施
工

規
模
が
大
き
く
、
大
量
の
も
み
殻

が
必
要
な
た
め
、
そ
の
収
集
に
苦

労
し
て
い
ま
す
。

　

も
み
殻
の
提
供
に
ご
協
力
い
た

だ
け
る
場
合
に
は
、
ご
連
絡
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
お
茶
振
興
課　

基
盤
整
備
係

　

令
和
元
年
10
月
の
台
風
19
号
襲

来
時
に
は
、
水
稲
収
穫
後
の
水
田

に
残
さ
れ
た
稲
わ
ら
が
大
量
に
流

出
し
、
下
流
側
の
水
田
や
道
路
、

水
路
に
漂
着
・
堆
積
し
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
堆
積
し
た
稲
わ
ら
の

回
収
を
実
施
し
ま
し
た
が
、
そ
の

処
分
に
は
多
く
の
時
間
と
費
用
を

要
し
、
令
和
２
年
10
月
末
に
よ
う

や
く
最
終
処
分
が
完
了
し
ま
し
た
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
水
稲
収
穫
後

の
水
田
に
残
さ
れ
た
稲
わ
ら
の
流

出
防
止
対
策
を
徹
底
し
て
い
た
だ

正
な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
作
業
後
の
刈
り
草
・
枝

葉
な
ど
も
、
清
掃
セ
ン
タ
ー
な
ど

へ
搬
入
す
る
な
ど
、
適
正
な
処
理

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
農
林
水
産
課　

農
地
農
政
係

　

海
岸
の
松
林
の
中
や
山
林
脇
の

斜
面
な
ど
に
捨
て
ら
れ
て
い
る
農

業
用
マ
ル
チ
、
農
薬
ポ
リ
容
器
、

肥
料
袋
な
ど
は
、
美
し
い
海
岸
や

農
村
風
景
を
損
な
い
、
牧
之
原
市

の
良
い
イ
メ
ー
ジ
を
大
き
く
落
と

し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

農
業
用
マ
ル
チ
な
ど
は
、
産
業

廃
棄
物
に
分
類
さ
れ
、
無
断
で
捨

て
た
り
野
焼
き
を
し
た
り
す
る
と

産
業
廃
棄
物
処
理
法
違
反
と
な
り

ま
す
。
廃
棄
に
あ
た
っ
て
は
、
購

入
先
や
専
門
業
者
な
ど
に
依
頼
す

る
な
ど
し
て
、
適
切
な
処
理
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
農
林
水
産
課　

特
産
係

　

６
月
〜
８
月
は
、
農
薬
の
使
用

が
増
え
る
時
期
で
す
。
農
薬
の
ラ

ベ
ル
を
よ
く
確
認
し
、
適
正
に
使

用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
安
全
・
安

心
な
農
産
物
の
生
産
、
農
薬
使
用

者
お
よ
び
周
辺
住
民
の
安
全
、
そ

漂着・堆積した稲わら

問い合わせ　▶農林水産課　☎532618　▶お茶振興課　☎532621

者
で
決
め
た
額
と
し
ま
す
が
、
賃

借
料
を
決
め
る
こ
と
が
で
き
な
い

場
合
は
、「
参
考
小
作
料
」（
10
㌃

当
た
り
５
千
円
）
を
参
考
に
両
者

で
決
め
て
く
だ
さ
い
。

問
農
林
水
産
課　

農
地
農
政
係

　

農
業
者
年
金
制
度
は
、
農
業
者

の
老
後
の
生
活
安
定
を
図
り
、
老

後
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
を
設
計
し
や

す
い
政
策
年
金
で
す
。

　

加
入
資
格
は
、
次
の
３
つ
の
要

件
を
す
べ
て
満
た
す
人
で
、
農
地

を
所
有
し
な
い
農
業
者
や
経
営
主

以
外
の
家
族
従
事
者
も
加
入
で
き

ま
す
。

①
年
間
60
日
以
上
の
農
業
従
事
者

②
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者

③
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
人

　

ま
た
、
支
払
っ
た
保
険
料
は
、

全
額
が
社
会
保
険

料
控
除
の
対
象
と

な
り
税
制
上
の
メ

リ
ッ
ト
も
あ
り
ま

す
の
で
、「
老
後

の
備
え
」
の
た
め
、

農
業
者
年
金
へ
の

加
入
を
ご
検
討
く

だ
さ
い
。

問
農
林
水
産
課　

農
地
農
政
係

　

農
業
従
事
者
の
高
齢
化
や
農
地

の
相
続
な
ど
に
よ
り
、
所
有
者
が

耕
作
管
理
で
き
な
く
な
り
、
荒
廃

農
地
と
な
る
農
地
が
増
加
し
て
い

ま
す
。

　

農
地
の
有
効
利
用
を
図
る
た
め

に
、
農
地
バ
ン
ク
制
度
が
あ
り
ま

す
。
で
き
る
だ
け
農
地
の
貸
借
を

推
進
す
る
た
め
に
、
利
用
し
て
い

な
い
農
地
を
お
持
ち
の
人
は
登
録

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
農
林
水
産
課　

農
地
農
政
係

　

認
定
農
業
者
制
度
は
、
農
業
を

頑
張
る
あ
な
た
を
応
援
し
て
い
く

も
の
で
す
。
自
分
の
夢
や
将
来
の

経
営
の
姿
を
具
体
的
な
数
値
目
標

や
行
動
計
画
に
し
、
県
や
市
の
認

定
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、
関
係

機
関
が
支
援
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

認
定
農
業
者
に
な
る
と
、
補
助

金
や
低
利
な
融
資
、
税
制
上
の
特

例
な
ど
、
農
業
経
営
を
有
利
に
進

め
る
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を

受
け
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま

す
（
認
定
期
間
は
５
年
間
で
、
５

年
ご
と
に
再
認
定
の
手
続
き
が
必

要
）。

　

ま
た
、
認
定
農
業
者
な
ど
の
集

ま
り
で
あ
る
「
認
定
農
業
者
協
議

会
」
に
は
、
認
定
農
業
者
を
は
じ

め
多
く
の
農
家
が
加
入
し
て
お
り
、

視
察
や
研
修
会
な
ど
で
知
識
や
技

術
を
高
め
る
と
と
も
に
、
経
営
改

善
・
販
路
拡
大
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
加
入
す
る
と
イ
ベ
ン
ト
や

セ
ミ
ナ
ー
、
支
援
な
ど
の
さ
ま
ざ

ま
な
情
報
も
得
ら
れ
ま
す
。

▼
市
内
認
定
農
業
者
数
＝
１
６
３

人
（
令
和
４
年
３
月
末
現
在
）

問
農
林
水
産
課　

特
産
係

　

近
年
は
、
イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲
頭

数
が
豚
熱
の
影
響
に
よ
り
減
少
傾

向
に
あ
り
ま
す
が
、
依
然
と
し
て

農
業
被
害
は
減
ら
な
い
状
況
で
す
。

　

市
で
は
、
猟
友
会
に
委
託
し
て
、

農
作
物
に
被
害
を
与
え
る
イ
ノ
シ

シ
な
ど
の
有
害
鳥
獣
を
駆
除
し
て

い
ま
す
が
、
放
任
作
物
の
撤
去
や

農
地
周
辺
の
環
境
整
備
な
ど
の
各

自
の
対
応
が
重
要
と
な
り
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
正
確
な
被
害
の
把
握
も

困
難
な
状
況
で
す
の
で
、
農
業
者

の
皆
さ
ま
で
被
害
な
ど
を
受
け
た

場
合
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
イ
ノ
シ
シ
捕
獲
実
績
数
＝
令
和

元
年
度
３
４
５
頭
、
令
和
２
年
度

２
５
１
頭
、
令
和
３
年
度
１
８
９

頭問
農
林
水
産
課　

特
産
係

　
「
設
備
投
資
を
し
て
コ

ス
ト
削
減
を
実
現
し
た

い
」「
経
営
規
模
を
拡
大

し
た
い
」
場
合
に
利
用
で

き
る
農
業
関
連
制
度
資
金

と
し
て
、「
農
業
近
代
化

資
金
」「
ス
ー
パ
ー
Ｌ
資

金
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
資
金
の
融
資

を
受
け
る
場
合
に
は
さ
ま

ざ
ま
な
融
資
条
件
が
あ
り

ま
す
の
で
、
市
ま
た
は
ハ

イ
ナ
ン
農
協
（
本
店
・
支

店
）
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
農
林
水
産
課　

特
産
係

　

平
成
30
年
度
か
ら
、
農

家
の
事
業
費
負
担
の
な
い

新
た
な
農
地
の
区
画
整
理

事
業
制
度
が
始
ま
り
ま
し

た
。

　

こ
の
事
業
は
、
事
業
を
行
う
対

象
農
地
の
す
べ
て
を
中
間
管
理
機

構
へ
貸
し
付
け
た
う
え
で
、
小
区

画
不
整
形
な
農
地
を
区
画
の
整
っ

た
大
区
画
農
地
に
整
備
す
る
制
度

で
す
。

　

効
率
的
な
耕
作
環
境
整
備
や
農

地
の
荒
廃
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
基

盤
整
備
を
早
急
に
取
り
組
む
必
要

が
あ
り
ま
す
の
で
、
要
望
が
あ
り

ま
し
た
ら
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
お
茶
振
興
課　

基
盤
整
備
係

区画整理事業では「換地」により、農地を再配分することができます。
▶点在した農地をまとめることができます。例えば、Ａさんの土地は道路付の整形区画に
　再配分され、新たに登記されます。
区域内の農道や農業用水路（パイプライン）などの整備も可能です。
▶皆さんの土地から均等に道路敷地を出し合って広い道路をつくることができます。
▶区域内のファームポンドからパイプラインを敷設し、給水栓などの設置も可能です。

小区画不整形な茶園を、区画の整った大区画茶園に整備します
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問 ☎

問 ☎

問 ☎

問 ☎

問 ☎

問 ☎
問

☎

問 ☎

問 ☎

問 ☎

新型コロナウイルス感染症対策のため、マスクの着用と体温測定の実施にご理解、
ご協力をお願いします。お出かけ前に、ご自宅で体温を測定し、37.5℃以上ある場
合のほか、咳症状や倦怠感などがある場合は、相談を見合わせてください。

問 ☎

－ 農林水産課・お茶振興課からのお知らせ

補助事業名 内　容 要　件 補助率 補助額単価 担　当

中山間地域
等直接支払
事業

景観の維持・荒廃農地の発
生防止のため、傾斜地で耕
作を行う農業者に対して交
付するもの
［令和３年度実績］
  参加集落数：７集落
  参加者数：37人
  交付金額計：187万円

①旧榛原町地区
②平均斜度15度以上の畑

［国］
２分の１
［県］
４分の１
［市］
４分の１

要件により異
なるため詳細
はお問い合わ
せください

農林水産課
農地農政係
☎532618

荒廃農地再
生・集積促
進事業費補
助金

景観の悪化や病害虫の発生
を助長するなど、周辺農地
へ悪影響を及ぼす恐れのあ
る荒廃農地を解消するため
のもの

①市の調査により指定を受け 
た荒廃農地　②事業実施者が
認定農業者などであること　
③農振農用地（青地）　④10
ａ当たりの事業費が10万円以
上かつ総事業費200万円未満
⑤中間管理機構を活用した貸
借契約を６年以上結ぶ

［市］
２分の１
（別に県２
分の１の補
助有）

10ａ当たりの
事業費が10万
円以上かつ総
事業費200万
円未満

野生鳥獣被
害防除設備
設置事業費
補助金

農業被害を防止するために
設置する柵などの購入経費
を補助するもの（ワイヤー
メッシュ柵や電気柵など）

①市内農地において営農し、
収入を得ている農業者　②購
入前に申請書を提出

購入経費
２分の１
以内

上限５万円
農林水産課
特産係
☎532618鳥獣被害防

止総合対策
交付金

農業被害を防止するために
設置する柵などの購入経費
を補助するもの（ワイヤー
メッシュ柵や電気柵など）

①３戸以上の農家　②事業前
年度の９月末までに要望書を
提出し、事前に補助金の審査
を受けること

購入経費
10分の10

上限単価あり
詳細はお問い
合わせくださ
い

茶園集積推
進事業

農地中間管理機構から借り
受けた農地の茶樹に対して
行う中切り・台切り、畝方
向の統一などの改良経費へ
支援するもの

農業経営を行う茶工場、茶工
場の中心となる担い手（個人
可）　＊認定農業者

［県］
２.５万円／
10ａ
［市］
２.５万円／
10ａ

５万円／10ａ
（定額）

お茶振興課
お茶振興係
☎532621

茶複合経営
推進事業
「茶＋α」

茶園から他の農作物への転
換に伴う経費に対して補助
するもの
【伐根により生じる茶樹の処
分費用、圃場環境整備（整地、
土壌改良資材）、転作作物の
苗代、肥料、資材など】

①市内に住所を有する農業者、
農業者で構成された団体、農
業生産法人で40ａ以上耕作し
ている者　②５ａ以上の転作
（作物の指定有）　③耕作して
いる茶畑が２分の１以上残っ
ていること

定額

10万円／10ａ
（転作初年度の
み）

＊上限30万円

茶海外輸出
等支援事業
補助金

輸出に向けた残留農薬調査
や有機JAS認定取得などに係
る経費について補助要件に
基づいて支援するもの

①市内に住所を有する農業者、
農地所有適格法人、荒茶生産
組織、茶商　②国・県等の同
様の補助金等の交付対象と
なっていないこと　など

対象経費
２分の１
以内

上限５万円

経営体樹園
地再編整備
事業

農業者が自ら行う簡易な基
盤整備を県が機動的に助成・
整備するもの（①畑面整備、
②畝向き修正、③枕地・耕
作道の区画拡大、④暗渠排
水、⑤末端畑地かんがい設
備）

①区画を拡大する茶園（暗渠
排水、末端畑地かんがい設備
は除く）　②対象園地全てを担
い手が耕作すること　など

［国］
定額

一般的な工事
費の50％相当
額を定額で助
成
施工は、農業者
自らが実施

志太榛原農
林事務所
農村整備課
☎054
（644）9123

多面的機能
支払交付金
事業

農地の多面的機能の維持・
発揮のための地域活動や営
農活動に対して支援するも
の

地区で立ち上げた活動組織が
行う農地法面の草刈り、水路
の泥上げ、水路・農道・ため
池などの軽微な補修、植栽に
よる景観形成、施設の長寿命
化のための活動（＊）に対し
て支援
＊市で認定した事業計画に基
づく

詳細はお問い合わせください
お茶振興課
基盤整備係
☎532621

上記のほか、「強い農業づくり総合支援交付金」や「産地生産基盤パワ－アップ事業」、「CHAOIプロジェクト推進事業」、「農業基
盤整備促進事業」、「経営所得安定対策」などさまざまな補助事業があります。事業では、農産物処理加工施設（荒茶加工機械
など）、集出荷貯蔵施設、防霜施設などの整備と更新や、農業用機械等の導入（リース導入）、茶園の改植、基盤整備（区画整理）
などができます。それぞれ条件などがありますので、事前にお茶振興課または農林水産課へお問い合わせください。



— ☎㉓ ☎53
☎㉓ ☎㉓ ☎52

健
康
60
歳
以
上
の
人
・
基
礎
疾
患
を
有
す
る
人
が
対
象

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
４
回
目
接
種
が
始
ま
り
ま
す

問
い
合
わ
せ　

健
康
推
進
課　

☎
（
23
）
０
０
２
４

観
光
静
波
海
水
浴
場
・
さ
が
ら
サ
ン
ビ
ー
チ

今
年
の
夏
も
海
水
浴
場
を
開
設
し
ま
す

問
い
合
わ
せ　

商
工
観
光
課　

松
井
工　

☎
（
53
）
２
６
２
３

市内には、全国有数の「静波海水浴場」と「さがらサンビーチ」があります。
今年も、来場される皆さんの安心安全を確保し、海水浴場を開設します。
今年は、さがらサンビーチでは「海の家」の出店はありません。ご来場の際は、水分補給やビー
チパラソル、簡易テントの持参など、各自熱中症対策などにご注意ください。

開設期間 ▶静波海水浴場　　　７月15日金～８月31日水
▶さがらサンビーチ　７月15日金～８月31日水

駐車場整理料金徴収期間
▶静波海水浴場　　　７月16日土～８月21日日
＊さがらサンビーチは、本年度は料金の徴収を実施しま
　せん。

駐車場整理料金
（軽・普通自動車）

▶静波海水浴場　　　800円
＊牧之原市民は、運転免許証（市内住所が記載されてい
　るもの）を駐車場整理料金徴収員（整理員）に提示し
　ていただくと、駐車場整理料金が無料になります。

＊期間中はライフセーバーが常駐しています。
＊料金徴収期間以外は、駐車場整理料金はかかりません。
＊料金徴収期間中の徴収時間は、午前７時から午後３時までです。
＊感染拡大予防対策などの詳細は、市ホームページを確認してください。

栄
典
令
和
４
年
度　

春
の
叙
勲

各
分
野
で
功
績
が
あ
っ
た
お
二
人
で
す

問
い
合
わ
せ　

秘
書
政
策
課　

増
井
麻
奈
美　

☎
（
23
）
０
０
５
２

榎田さんは、祖父の代から続く榎田歯科医院で、昭和54年か
ら43年以上、地域の診療に務められ、市の学校歯科医として
も、子どもの歯科口腔衛生の向上に大きく貢献されました。ま
た、平成９年度から静岡県歯科医師会理事を３年間、平成15
年度から榛原郡歯科医師会の会長を４年間務められ、予防歯科
の推進に尽力されました。「口の中は日々変化する。治療後も
定期健診を受けることが大切」と力を込めた榎田さんは、今回
の受章を受け「とてもうれしい。周りの皆さまのご協力に感謝
したい」と話されました。現在も歯科医師として、日々患者さ
んの治療にあたられています。

西川さんは、昭和49年に大井川中学校に就任して以来、平成
24年までの永きにわたり、教員として勤務されました。部活
動では男子卓球部を受け持ち、熱心な指導の結果、生徒たちは
優秀な成績を収めました。本川根町立南小学校と吉田中学校の
校長、静西教育事務所長を歴任し、静岡県の教育の発展に貢献
されました。西川さんは受章を受け「身に余る光栄。先輩や同
僚たちのご支援があったからこそ受章できた」と話されました。
現在は、お孫さんと一緒に過ごす時間を大切にしつつ、畑仕事
やジムで汗を流し、友人と教育について語る日々を送られてい
ます。

市ホームページ

　追加接種（４回目接種）の概要

■対象者
　３回目接種の完了から５か月以上が経過した以下の人
A 60歳以上の人
　B 18歳以上59歳以下の人のうち、基礎疾患を有する人（★）や、新型コロナウイルス感染
　　 症にかかった場合の重症化リスクが高いと医師が認める人（以下「基礎疾患を有する人」）

★対象となる基礎疾患の範囲★対象となる基礎疾患の範囲

▶免疫の異常に伴う神経疾患や神経筋疾患
▶神経疾患や神経筋疾患が原因で身体の機能が衰
　えた状態（呼吸器障害など）　  ▶染色体異常
▶重症心身障害（重度の肢体不自由と重度の知的
　障害とが重複した状態）
▶睡眠時無呼吸症候群
▶重い精神疾患（精神疾患の治療のため入院して
　いる、精神障害者保健福祉手帳を所持している、
　または自立支援医療（精神通院医療）で「重度
　かつ継続」に該当する場合）や知的障害（療養
　手帳を所持している場合）

▶慢性の呼吸器の病気
▶慢性の心臓病（高血圧を含む）
▶慢性の腎臓病
▶慢性の肝臓病（肝硬変など）
▶インスリンや飲み薬で治療中の糖尿病または
　他の病気を併発している糖尿病
▶血液の病気（ただし、鉄欠乏性貧血を除く）
▶免疫の機能が低下する病気（治療中の悪性腫
　瘍を含む）
▶ステロイドなど、免疫の機能を低下させる治
　療を受けている

　２．ＢＭＩが30以上の肥満の人
　＊ＢＭＩ=体重（キログラム）÷身長（メートル）÷身長（メートル）

　１．以下の病気や状態の人で、通院・入院している人

＊診断書などの証明書は必要ありません。接種券の発送は自己申告に基づくものとなります。接種会場におい
て、予診の段階で対象であることを確認した上で接種を行います。

■接種場所
　▶個別接種会場＝市内医療機関（ファイザー社製ワクチンを使用）
　▶集団接種会場＝静波体育館（モデルナ社製ワクチンを使用）

■接種スケジュール
A 60歳以上の人＝７月初旬～　B 基礎疾患を有する人で接種申込みをした人＝８月中旬～

■接種券の発送
A 60歳以上の人＝接種券は３回目の接種日から５か月経過する時期に順次発送しています。

　　　　　　　　　  接種券が届き次第、予約可能です。
B 基礎疾患を有する人＝接種申込があった人へ、３回目の接種日に応じて順次発送してい

　　　　　　　　　　　　  ます。接種券が届き次第、予約可能です。
＊黄色い封筒がお手元に届きましたら、速やかに開封し中身の確認をお願いします。

■基礎疾患を有する人の接種申込み（７月13日水～受付）
　B基礎疾患を有する人で、接種を希望する人は申込手続が必要です。
　申込終了後、接種券が届き次第予約可能です。
　［申込方法］
　　▶WEB（24時間対応）
　　　「LOGOフォーム」から申し込んでください。
　　▶電話（平日のみ　午前８時15分～午後５時）
　　　牧之原市コロナワクチン予約相談センター　☎050（5210）8729

LOGOフォーム
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家
庭
内
の
防
災
対
策
を
進
め
ま
し
ょ
う

個
人
向
け
防
災
補
助
金
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
い
合
わ
せ　

危
機
管
理
課　

小
杉
山
佳　

☎
（
23
）
０
０
５
６

補助金名 補助内容 補助率 補助対象 限度額

家庭内家具
等転倒防止
器具取付
サービス事
業

65歳以上の高
齢者のみの世
帯に対して、
家庭内家具等
転倒防止器具
取付けサービ
スを利用する
人に対しての
補助

－

［世帯］
牧之原市内に住所を有する65歳以上の高齢者
のみの世帯など
［家具等］
タンス、食器棚、冷蔵庫など
［取付台数・回数］
1 世帯当たり５台まで（１世帯当たり 1回限り）

家具１台に
つき４千円
（１世帯当たり）

感震ブレー
カー等設置
事業費補助
金

地震発生時の
通電火災を防
ぐために、感
震ブレーカー
等を設置する
人に対しての
補助

２/３

［対象者］
いずれかの条件を満たす人
●市内に住宅を所有し、または居住している
　個人で、当該住宅に感震ブレーカー等を設
　置しようとする人
●市内に戸建住宅を新築する個人で、当該住宅
　に感震ブレーカー等を設置しようとする人
［対象機器の規格］
一般社団法人日本配線システム工業会が定め
る規格で、感震機能付住宅用分電盤（JWDS0007
付２）の構造および機能を有するもの

５万円

＊新築一律
１万円

飲料水タン
ク設置普及
事業費補助
金（＊）

非常用飲料水
を確保するた
めに、飲料水
の備蓄可能な
貯水槽などを
設置する人に
対しての補助

１/２

［住宅］
市内に建築された、個人の所有する居住を目的
とした建物
［飲料水タンク］
ステンレス製で水道事業管理者が承認する飲
料水を備蓄可能な貯水槽など

15万円
（１基あたり）

防災ベッド
普及事業費
補助金（＊）

住宅の倒壊か
ら自らの生
命を守るため
に開発された
ベッドなどを
購入する人に
対しての補助

１/２

［住宅］
●昭和56年５月以前に建築した旧建築基準の
　木造住宅
●静岡県の実施する木造住宅の耐震化プロ　
ジェクト「TOUKAI-0  わが家の専門家診断」

　による総合評点が1.0未満のもの
［防災ベッド］
平成14年度に静岡県が開発したものをいう

10万円
（１基あたり）

耐震シェル
ター整備事
業費補助金
（＊）

住宅内に耐震
シェルターを
設置する人に
対しての補助

１/２

［住宅］
昭和56年５月31日以前に建築された木造住宅
で、耐震診断における評点が1.0未満であると
判定された住宅

25万円

大規模災害に備え、自宅の耐震化や家屋内の防災対策が重要です。
市では、個人が防災対策を進める上で、次のような補助金を用意しています。
（＊）の補助金は、９月ごろまでに要望をいただければ、令和５年度予算において予算要求します。

［申請方法］
　●申請書および必要書類を危機管理課（市役所榛原庁舎４階）に提出する。
　　（申請書は市ホームページからダウンロードできます）
　●申請書の提出は、必ず購入または工事の発注前としてください。

地
域
で
地
域
の
子
育
て
を
支
え
合
う

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ　

子
ど
も
子
育
て
課   

子
育
て
支
援
係　

☎
（
23
）
０
０
７
１

子
育

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

（
通
称
フ
ァ
ミ
サ
ポ
）
は
、
子
育
て
中

の
家
族
が
安
心
し
て
働
い
た
り
、
育
児

し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
あ

ら
か
じ
め
登
録
し
た
地
域
の
会
員
同
士

が
活
動
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
す
。

　

理
解
と
熱
意
の
あ
る
人
で
あ
れ
ば
、

　

資
格
は
問
い
ま
せ
ん
。
会
員
登
録
後

　

に
「
ま
か
せ
て
会
員
研
修
」（
10
時

　

間
程
度
）
を
受
講
す
る
た
め
、
安
心

　

し
て
活
動
に
参
加
で
き
ま
す
。

★
両
方
会
員

　

お
ね
が
い
・
ま
か
せ
て
会
員
の
両
方

　

に
登
録
す
る
会
員
で
す
。

◆
活
動
内
容

　

▼
保
育
施
設
・
学
校
が
休
み
の
時
や

　

急
な
仕
事
・
学
校
行
事
へ
の
参
加
・

　

通
院
・
冠
婚
葬
祭
な
ど
で
保
護
者
が

　

外
出
し
た
際
の
託
児
▼
児
童
ク
ラ
ブ

　

や
習
い
事
の
送
迎　

な
ど

＜まかせて会員研修（前期）日程表＞

＊②、③は同内容。都合の良い日を選択してください。
＊講師の都合などにより内容が変更になる場合があり
　ます。研修時間などの詳細は、市ファミリー・サポー
　ト・センター（☎㉓0077）にお問い合わせください。

★研修会場　さざんか（②、③は吉田消防署）

★
お
ね
が
い
会
員（
援
助
を
頼
み
た
い
）

　

市
内
に
住
所
が
あ
る
人
で
、０
歳（
お

　

お
む
ね
生
後
４
か
月
）
か
ら
小
学
校

　

６
年
生
ま
で
の
子
ど
も
の
い
る
人
が

　

利
用
で
き
ま
す
。

＊
入
会
金
や
年
会
費
、
保
険
加
入
の
負

　

担
金
な
し
。
利
用
料
は
６
０
０
円
か

　

ら
。
児
童
扶
養
手
当
な
ど
を
受
給
し

　

て
い
る
人
に
は
助
成
あ
り
。

★
ま
か
せ
て
会
員（
援
助
を
行
い
た
い
）

　

市
内
お
よ
び
近
隣
市
町
に
住
む
20
歳

　

以
上
の
人
で
、
育
児
の
援
助
を
す
る

　

会
員
で
す
。
地
域
や
子
育
て
支
援
に

おねがい
会員

まかせて
会員

センター

依
頼

依
頼

援助活動

支払い

日
本
一
女
性
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
事
業

牧
之
原
市
妊
産
婦
特
定
疾
病
医
療
費
助
成
の
ご
案
内

問
い
合
わ
せ　

健
康
推
進
課

池
田
公
子　

☎
（
23
）
０
０
２
７

健
康

　

市
で
は
、
妊
娠
に
よ
り
起
こ
り
や
す

い
病
気
の
早
期
発
見
と
早
期
治
療
を
促

進
し
、
妊
産
婦
が
安
心
し
て
子
ど
も
を

産
み
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
保

険
適
用
に
よ
る
医
療
費
の
自
己
負
担
額

を
助
成
し
ま
す
。

対
象
者

　

市
内
に
住
民
票
が
あ
る
、
市
税
な
ど

を
滞
納
し
て
い
な
い
妊
婦
ま
た
は
産
婦

で
、
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人

（
生
活
保
護
受
給
者
、
牧
之
原
市
ひ
と

り
親
家
庭
等
医
療
費
助
成
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
人
を
除
く
）

対
象
と
な
る
疾
病

▼
妊
娠
高
血
圧
症
候
群
▼
妊
娠
に
起
因

す
る
糖
尿
病
・
貧
血
▼
切
迫
流
産
（
流

産
に
係
る
手
術
費
用
を
除
く
）
▼
切
迫

早
産

助
成
の
内
容
な
ど

助
成
方
法　

医
療
機
関
（
調
剤
薬
局
含

む
）
の
窓
口
で
い
っ
た
ん
医
療
費
を
払

い
、
後
日
申
請
す
る
償
還
払
い

助
成
内
容　

妊
産
婦
が
対
象
と
な
る
疾

病
の
診
療
を
受
け
た
際
の
医
療
費
の
う

ち
、「
保
険
適
用
分
の
自
己
負
担
額
」

を
助
成

＊
助
成
費
用
は
、
医
療
費
の
自
己
負
担

　

額
か
ら
高
額
療
養
費
、付
加
給
付
金
、

　

他
の
法
令
な
ど
で
給
付
さ
れ
る
も
の

　

を
控
除
し
た
残
り
の
費
用

＊
「
保
険
適
用
外
の
医
療
費
」「
文
書

　

料
、
証
明
料
な
ど
」「
交
通
事
故
な

　

ど
の
第
３
者
行
為
に
よ
る
も
の
の
場

　

合
の
医
療
費
」
は
対
象
外

助
成
対
象
期
間　

妊
娠
届
を
市
へ
提
出

し
た
月
の
初
日
か
ら
出
産
（
流
産
・
死

産
を
含
む
）
し
た
月
の
翌
月
末
日
ま
で

申
請
に
必
要
な
も
の

①
妊
産
婦
特
定
疾
病
医
療
費
助
成
金
交

付
申
請
書
兼
請
求
書
（
医
療
機
関
な
ど

か
ら
支
払
額
の
証
明
を
受
け
た
も
の
）

②
領
収
証
の
原
本
（
確
認
後
返
却
）　

③
同
意
書　

④
保
険
証
の
写
し　

⑤
付

加
給
付
、
高
額
療
養
費
、
他
法
公
費
負

担
な
ど
の
給
付
が
あ
る
場
合
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
決
定
通
知
書　

⑥
高
額
療
養
費

等
給
付
状
況
確
認
書
類
（
保
険
診
療
自

己
負
担
額
が
１
レ
セ
プ
ト
（
診
療
報
酬

明
細
書
）あ
た
り
２
万
１
千
円
以
上
で
、

高
額
療
養
費
支
給
決
定
通
知
書
が
な
い

場
合
）　

⑦
印
鑑　

⑧
振
込
先
の
通
帳

申
請
期
限

　

医
療
費
の
支
払
い
が
終
わ
っ
た
日
の

翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
以
内

①７月８日金午前 子どもの発達と栄養、調乳実習
乳幼児の関わり方、事故予防

②７月11日月午前
③７月21日木午前

救急講習（心肺蘇生法、AEDの使い
方、気道異物除去法、通報の仕方）

④７月29日金午前 楽しい！ふれあい遊びと製作
⑤８月26日金午前 児童虐待について



～

４月号24ページ「まちのわだい」の掲載記事に氏名の誤りがありました。訂正しお詫びします。
［誤］大

おお

石
いし

小
こ

春
はる

さん　　［正］大
おお

石
いし

心
こ

春
はる

さん

☎



早
め
の
熱
中
症
対
策
を

　

夏
に
向
け
て
気
温
が
上
昇
し

て
き
ま
し
た
。
早
め
の
熱
中
症

対
策
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

●
熱
中
症
は
室
内
で
も
多
発

室
内
だ
か
ら
安
全
と
い
う
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
外
気
温
が

高
く
な
る
に
つ
れ
て
、
室
温
も

上
昇
し
ま
す
。
熱
中
症
は
室
内

や
夜
間
で
も
発
生
し
て
い
ま

す
。

●
高
齢
者
は
特
に
注
意
が
必
要

高
齢
者
は
次
の
よ
う
な
特
徴

が
あ
り
ま
す
。

①
体
内
の
水
分
が
少
な
い

②
暑
さ
に
対
す
る
感
覚
機
能
が

　

低
下
し
て
い
る

③
暑
さ
に
対
す
る
体
の
調
節
機

　

能
が
低
下
し
て
い
る

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
暑
い

と
感
じ
て
い
な
く
て
も
熱
中
症

に
な
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
重
症
化
し
や
す
い
の
で
特

に
注
意
が
必
要
で
す
。

●
熱
中
症
は
予
防
が
大
切

熱
中
症
は
、
気
温
な
ど
の
環

境
条
件
だ
け
で
は
な
く
、
体
調

や
暑
さ
に
対
す
る
慣
れ
な
ど
が

影
響
し
て
起
こ
り
ま
す
。
気
温

が
そ
れ
ほ
ど
高
く
な
い
日
で

も
、
湿
度
が
高
い
日
、
風
が
弱

い
日
な
ど
は
注
意
が
必
要
で

す
。
急
に
暑
く
な
っ
た
日
は
、

体
が
慣
れ
て
い
な
い
た
め
、
体

温
調
節
が
う
ま
く

い
か
ず
、
熱
中
症

に
な
る
人
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。

●
熱
中
症
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

①
こ
ま
め
に
水
分
補
給
を
す
る

　

喉
の
渇
き
を
感
じ
て
い
な
く

て
も
こ
ま
め
に
水
分
補
給
を
し

ま
し
ょ
う
。
入
浴
の
前
後
や
就

寝
前
の
水
分
補
給
も
忘
れ
ず

に
！

②
エ
ア
コ
ン
・
扇
風
機
を
活
用

　

エ
ア
コ
ン
や
扇
風
機
は
、
温

度
や
風
向
き
を
調
整
す
る
こ
と

で
、
体
が
冷
え
す
ぎ
ず
快
適
に

使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ

ら
が
使
え
な
い
場
合
は
、
冷
た

い
タ
オ
ル
な
ど
で
体
を
冷
や
す

こ
と
も
効
果
的
で
す
。

③
十
分
な
睡
眠
を
と
る

　

通
気
性
や
吸
水
性
の
良
い
寝

具
を
使
用
し
た
り
、
エ
ア
コ
ン

の
タ
イ
マ
ー
を
活
用
し
た
り
し

て
睡
眠
環
境
を
整
え
、
寝
て
い

る
間
の
熱
中
症
を
防
ぐ
と
と
も

に
、
質
の
よ
い
睡
眠
で
体
調
を

整
え
ま
し
ょ
う
。

　
　
　

健
康
推
進
課　

栄
養
士

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

～

☎ ☎ ☎
☎

☎
☎

☎

☎ ☎

☎ ☎

☎ ☎

☎ ☎

☎ ☎

☎ ☎



☎

☎

申込先・問い合わせ　社会教育課図書係　元木香代　☎㉓7007　℻  ㉓7008
tosyo@city.makinohara.shizuoka.jp

図書館HP

  大人の流儀 11
  もう一度、歩きだすために
  伊集院静／著　講談社
  図書交流館所蔵

大切な人を失ったあなたへ、生きること
に絶望してしまったあなたへ、そしてコ
ロナ禍に苦しむすべての人へ。「それでも
人には、再び立ち上がる力がある」

  幸田 文　生きかた指南
  幸田文／著　青木奈緒／編
  平凡社　榛原図書館所蔵

離婚、子育て、恋、貧乏、人間関係……。
苦境に立ったとき、あのひとならいっ
たいどうするだろう̶̶。厳しくも優
しい幸田文の文章から人生の指針を学
ぶアンソロジー。

  〈叱る依存〉がとまらない
  村中直人／著　紀伊國屋書店
  図書交流館所蔵

「叱る」には依存性があり、エスカレート
していく――その理由は、脳の「報酬系
回路」にあった！ 児童虐待、体罰、DV、
パワハラ、理不尽な校則、加熱するバッ
シング報道……。人は「叱りたい」欲求
とどう向き合えばいいのか？

新 紹 介刊

他にもたくさんの
新着本がありま
す。詳しくはＨＰ
の「あたらしく
入った本」を確認
してください。

ひまわり号巡回日程  ７月
巡回コースの詳細は、図書館
ホームページでご覧ください。
［１コース］　７月５日火
［２コース］　７月６日水
［３コース］　７月12日火
［４コース］　７月13日水
［５コース］　７月20日水
［６コース］　７月21日木
［７コース］　７月26日火
［８コース］　７月27日水

曜日の変更
があります。
ご注意
ください。

寄贈いただいた本は、理化学研究所が推薦している「科学道100冊」に
選ばれた本や、子ども向けの図鑑、『サバイバルシリーズ』です。
「科学道100冊」は、書籍を通じて科学者の生き方や考え方、科学のおも
しろさ、すばらしさを届ける事業です。
また理化学研究所は、本市出身の鈴木梅太郎博士が設立に関わり、主任
研究員として多くの功績を残しました。
寄贈いただいた本は、図書交流館いこっとで展示をしています。
ぜひご覧ください！　＊榛原図書館、移動図書館でも貸出できます。

株式会社スーパーラック様からたくさんの本を寄贈いただきました

本を寄贈いただいた株式会社スーパーラック
の小

お

野
の

里
ざと

隆
りゅう

二
じ

社長（右）と橋本教育長

さわやかなイメージのジャスミンの花を折ります。
図書館職員が一緒に折りますので、初めての人もお気軽にご参加ください！
複数の花を折って台紙に貼ることで、オリジナルの作品にすることもできます。

日　時　　８月６日土　午前10時30分～正午
場　所　　ミルキーウェイスクエア　オープンスペース（芝スペース前）  
定　員　　15組
対　象　　小学生以上（はさみを使うため）
持ち物　　はさみ　＊折り紙は図書交流館で用意します
申込方法　　図書交流館いこっと・榛原図書館の受付カウンター、電話、FAX、メールで申し込んでください。

第３回「いこっと おとなの学び講座」受付開始
「折り紙  初級編」

かな



　☎

　

詳
細
は
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

清
水
海
上
保
安
部　

管
理
課

☎
０
５
４
（
３
５
３
）
１
１
１
８

　

放
送
大
学
は
、
２
０
２
２
年
10
月

入
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
10
代

か
ら
90
代
の
幅
広
い
世
代
、
約
９
万

人
の
学
生
が
、
大
学
を
卒
業
し
た
い
、

学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
目
的
で
学
ん
で
い
ま
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
情
報
・
自
然
科
学
な
ど
、
約

３
０
０
の
幅
広
い
授
業
科
目
が
あ
り
、

１
科
目
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

出
願
期
間　

▼
第
１
回
＝
８
月
31
日

水
▼
第
２
回
＝
９
月
13
日
火

問
い
合
わ
せ　

放
送
大
学
静
岡
学
習

セ
ン
タ
ー

☎
０
５
５
（
９
８
９
）
１
２
５
３

お
知
ら
せ

　

７
月
か
ら
、
新
築
ま
た
は
増
改
築

さ
れ
た
家
屋
を
対
象
に
、
税
務
課
職

員
が
訪
問
調
査
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
固
定
資
産
税
の
算

定
の
基
礎
と
な
る
評
価
額
を
計
算
す

る
た
め
の
も
の
で
、
訪
問
す
る
職
員

は
固
定
資
産
税
評
価
補
助
員
証
を
携

行
し
ま
す
。
対
象
者
に
は
、
事
前
に

調
査
の
日
程
な
ど
を
記
載
し
た
通
知

を
送
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

税
務
課　

山
口　

☎
（
23
）
０
０
３
５

　

各
家
庭
（
事
業
所
）
の
水
道
メ
ー

タ
ー
は
、
計
量
法
に
よ
り
８
年
で
取

り
換
え
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

対
象
の
家
庭
（
事
業
所
）
に
は
、

「
吉
田
町
上
水
道
事
業
指
定
給
水
装

置
工
事
事
業
者
」
が
無
料
で
水
道

メ
ー
タ
ー
の
取
り
換
え
に
伺
い
ま
す

の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

実
施
期
間　

７
月
26
日
火
〜
８
月
16

日
火

対
象
地
域　

細
江
・
坂
部
・
坂
口
地

区
で
吉
田
町
上
水
道
に
加
入
し
て
い

る
家
庭
・
事
業
所
（
対
象
の
家
庭
・

事
業
所
に
は
、
７
月
６
日
水
〜
25
日

月
に
吉
田
町
上
水
道
事
業
指
定
給
水

装
置
工
事
事
業
者
が
確
認
に
伺
い
ま

す
）

問
い
合
わ
せ　

吉
田
町
上
下
水
道
課

☎（
33
）２
１
２
７
、（
33
）２
１
２
８

　

地
域
の
皆
さ
ま
の
介
護
予
防
と
健

康
増
進
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

理
学
療
法
士
が
「
フ
レ
イ
ル
予
防
」

に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
い
講
演
と
予

防
に
つ
な
が
る
運
動
実
演
を
実
施
し

ま
す
。

　

加
え
て
、
介
護
予
防
や
健
康
増
進

に
関
す
る
質
問
や
個
別
相
談
の
場
を

設
け
、
予
防
方
法
な
ど
を
わ
か
り
や

す
く
お
伝
え
し
ま
す
。

日
時　

７
月
17
日
日　

午
前
10
時
〜

午
前
11
時
30
分
（
受
付
＝
午
前
９
時

30
分
〜
）

会
場　

い
〜
ら　

ホ
ー
ル

対
象　

市
内
ま
た
は
近
隣
に
お
住
ま

い
の
人

定
員　

２
０
０
人

そ
の
他　

動
き
や
す
い
服
装
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

公
益
社
団
法
人
静
岡

県
理
学
療
法
士
会
事
務
局

☎
０
５
４
（
２
７
５
）
２
９
８
５

　

保
健
師
が
、
健
診
結
果
や
住
民
検

診
に
関
す
る
相
談
を
無
料
で
受
け
付

け
ま
す
。

日
時　

７
月
２
日
土　

午
前
８
時
15

分
〜
午
前
11
時

会
場　

さ
ざ
ん
か

問
い
合
わ
せ　

榛
原
総
合
病
院　

看

護
部　

西
村　

☎
（
22
）
１
１
３
１

対
象　

本
校
小
学
部
、
中
学
部
へ
の

就
学
を
検
討
し
て
い
る
年
長
、
小
６

の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

﹇
小
学
部　

親
子
体
験
入
学
﹈

実
施
日　

９
月
６
日
火
、
７
日
水
、

８
日
木
の
う
ち
１
日

﹇
中
学
部　

体
験
入
学
﹈

実
施
日　

９
月
16
日
金

申
込
期
限　

７
月
29
日
金（
小
学
部
・

中
学
部
と
も
）

問
い
合
わ
せ　

吉
田
特
別
支
援
学
校

小
・
中
学
部
主
事

☎
（
23
）
９
８
７
２

募　

集

　

市
で
は
、
子
育
て
中
の
お
母
さ
ん

た
ち
の
仲
間
づ
く
り
の
場
の
提
供
や
、

子
育
て
に
必
要
な
知
識
を
得
る
た
め

の
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

お
母
さ
ん
た
ち
が
安
心
し
て
受
講

す
る
た
め
に
は
、
そ
の
間
子
ど
も
を

み
て
く
れ
る
託
児
ス
タ
ッ
フ
が
必
要

で
す
。
託
児
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
登
録

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

募
集
期
間　

随
時

託
児
時
間　

平
日
午
前
中
の
２
時
間

程
度
（
謝
礼
あ
り
）

申
込
先　

こ
ど
も
セ
ン
タ
ー　

田
中

☎
（
23
）
０
０
８
３

　
「
第
23
回
静
岡
県
す
こ
や
か
長
寿

祭
熟
年
メ
ッ
セ
ー
ジ
大
会
」
で
は
、

熟
年
世
代
の
皆
さ
ん
が
、
こ
れ
ま
で

経
験
し
た
感
動
・
喜
び
、
熟
年
だ
か

ら
こ
そ
挑
戦
し
た
い
こ
と
、
私
の
生

き
が
い
を
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
発
信

す
る
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

対
象　

県
内
在
住
で
ご
自
分
を
熟
年

と
思
う
人
（
グ
ル
ー
プ
で
も
可
）

募
集
テ
ー
マ　

自
由

応
募
形
式　

文
章
２
千
文
字
以
内

（
財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
画
面
か
ら

直
接
入
力
で
き
ま
す
）

＊
文
章
に
よ
る
応
募
が
困
難
な
人
は
、

映
像
は
Ｄ
Ｖ
Ｄ
、
音
声
は
Ｃ
Ｄ
で
、

い
ず
れ
も
10
分
以
内
の
作
品

＊
作
品
は
未
発
表
で
、
1
人
（
１
グ

ル
ー
プ
）
１
作
品
に
限
る
。

表
彰　

▼
１
位
（
グ
ラ
ン
プ
リ
）
＝

１
人
（
団
体
）
▼
２
位
（
準
グ
ラ
ン

プ
リ
）
＝
１
人
（
団
体
）
▼
は
つ
ら

つ
賞
＝
２
人
（
団
体
）

応
募
方
法　

財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
応
募
す
る
（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
で
応
募

す
る
場
合
は
郵
送
）。

申
込
期
限　

８
月
19
日

申
込
先　

公
益
財
団
法
人
し
ず
お
か

健
康
長
寿
財
団

〒
４
２
０
‐
０
８
５
６　

静
岡
市
葵

区
駿
府
町
１
番
70
号

☎
０
５
４
（
２
５
３
）
４
２
２
１

https://w
w
w
.sukoyaka.or.jp

募
集
職
種　

①
調
理
師　

②
調
理
補

助
（
パ
ー
ト
）　

③
洗
浄
員　

募
集
人
数　

若
干
名

試
験
内
容　

書
類
選
考
、
面
接

採
用
日　

随
時

試
験
日　

随
時

提
出
書
類　

履
歴
書
・
職
務
経
歴
書
・

免
許
証
の
写
し
（
①
の
み
）

申
込
先
・
問
い
合
わ
せ　

榛
原
総
合

病
院　

栄
養
科　

河
原
崎

☎
（
22
）
９
３
１
３

　

お
口
の
健
康
を
保
つ
こ
と
で
生

活
の
質
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

日
時　

７
月
10
日
　

午
前
10
時
〜

正
午

会
場　

相
良
清
風
園

内
容　
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

負
け
な
い
！　

口
腔
ケ
ア
で
免
疫
力

ア
ッ
プ
」

申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
む
（
送

迎
が
必
要
な
人
は
申
込
時
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
）。

定
員

15
人

申
込
期
限　

７
月
２
日

申
込
先
・
問
い
合
わ
せ　

相
良
清
風

園　

居
宅
介
護
支
援
事
業
所
た
ん
ぽ

ぽ　

田
中　

☎
（
55
）
３
３
０
０

試
験
日
時

10
月
９
日
日　

午
前
10

時
〜
正
午

会
場　

ツ
イ
ン
メ
ッ
セ
静
岡
、
ア
ク

ト
シ
テ
ィ
浜
松
、
ふ
じ
さ
ん
め
っ
せ

申
込
方
法　

県
介
護
保
険
課
に
簡
易

書
留
で
郵
送
す
る
。

受
験
手
数
料　

１
万
１
０
０
円

申
込
期
限　

７
月
４
日

（
当
日
消

印
有
効
）

試
験
案
内
配
布
場
所　

▼
市
民
課
相

良
窓
口
係
・
榛
原
窓
口
係
▼
長
寿
介

護
課

申
込
先
・
問
い
合
わ
せ　

県
介
護
保

険
課

☎
０
５
４
（
２
２
１
）
３
３
９
５

　

静
岡
県
中
部
看
護
専
門
学
校
で
は
、

将
来
看
護
師
を
目
指
し
て
い
る
人
や

看
護
職
に
つ
い
て
関
心
の
あ
る
人
を

対
象
に
、
学
校
見
学
会
を
開
催
し
ま

す
。
実
際
に
学
校
に
来
て
み
て
、
参

加
す
る
こ
と
で
わ
か
る
こ
と
が
沢
山

あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

＊
来
場
の
際
は
、
マ
ス
ク
な
ど
の
感

染
防
止
対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま

た
、
当
日
体
調
が
優
れ
な
い
人
は
参

加
を
お
控
え
く
だ
さ
い
。

日
時　

①
７
月
22
日
金　

午
後
５
時

〜
午
後
６
時
30
分
（
午
後
４
時
50
分

〜
受
付
）　

②
８
月
４
日
木　

午
前

９
時
〜
午
前
10
時
30
分
（
午
前
８
時

50
分
〜
受
付
）

対
象　

中
学
生
以
上
（
保
護
者
同
伴

可
）

内
容　

学
校
説
明
、
受
験
案
内
、
校

内
見
学
、
個
別
相
談
な
ど

持
ち
物　

ス
リ
ッ
パ
、
靴
入
れ
な
ど

定
員　

各
日
25
人
（
申
込
順
）

申
込
方
法　

学
校
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
し
込

む
（
車
で
の
来
校
を
希

望
す
る
場
合
は
申
込
時

に
ご
登
録
く
だ
さ
い
）。

申
込
受
付
開
始　

７
月
12
日
火
か
ら

＊
８
月
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の

申
込
受
付
も
同
時
に
開
始
。
詳
細
は

学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
。

問
い
合
わ
せ　

組
合
立
静
岡
県
中
部

看
護
専
門
学
校

☎
０
５
４
（
６
２
９
）
４
３
１
１

日
時　

７
月
30
日
土
、
31
日
日　

午

前
９
時
〜
午
前
11
時
30
分
、
午
後
１

時
〜
午
後
３
時
30
分

会
場　

島
田
樟
誠
高
校

対
象　

中
学
生
と
そ
の
保
護
者

内
容　

体
感
タ
イ
ム
、校
内
見
学
な

ど
（
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

申
込
方
法　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
申
し

込
む
。

申
込
期
限　

７
月
30
日
土

申
込
先
・
問
い
合
わ
せ　

島
田
樟
誠

高
校

☎
０
５
４
７
（
37
）
３
１
１
６

https://w
w
w
.shosei.ed.jp

﹇
み
ん
な
で
ソ
ー
レ
！
〜
カ
ヌ
ー
だ

よ
！
全
員
集
合
〜
﹈

日
に
ち　

▼
第
１
回
＝
８
月
24
日
水

▼
第
２
回
＝
９
月
４
日
日
▼
第
３
回

＝
10
月
２
日
日

時
間　

各
回
と
も
、
午
前
の
部
は
午

前
８
時
30
分
〜
正
午
、
午
後
の
部
は

午
後
０
時
30
分
〜
午
後
４
時

会
場　

静
岡
県
立
焼
津
青
少
年
の
家

お
よ
び
小
川
港
周
辺
海
域

対
象　

３
歳
以
上（
乗
船
規
定
あ
り
）

▼
保
護
者
１
人
に
つ
き
、
３
歳
か
ら

就
学
前
の
幼
児
１
人
乗
船
可
▼
保
護

者
１
人
に
つ
き
、
小
学
１
〜
３
年
生

の
児
童
２
人
ま
で
乗
船
可

＊
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

内
容　

カ
ヌ
ー
漕
艇

申
込
方
法　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
入
力

フ
ォ
ー
ム
で
申
し
込
む
（
各
回
と
も

７
月
16
日
土
午
後
０
時
30
分
か
ら

受
付
開
始
）

定
員　

各
回
55
人
（
先
着
）

参
加
費　

１
人
に
つ
き
３
１
０
円

（
保
険
料
、
飲
料
代
）

申
込
期
限　

▼
第
１
回
＝
８
月
７
日

日
▼
第
２
回
＝
８
月
21
日
日
▼
第
３

回
＝
９
月
18
日
日　

＊
い
ず
れ
も
午

後
４
時
ま
で

﹇
焼
津
わ
く
わ
く
ワ
ン
デ
イ
キ
ャ
ン

プ
﹈

日
時　

８
月
19
日
金　

午
前
９
時
10

分
〜
午
後
４
時
ま
で

会
場　

静
岡
県
立
焼
津
青
少
年
の
家

お
よ
び
小
川
港
周
辺
海
域

対
象　

小
学
校
４
〜
６
年
生

内
容　

黒
は
ん
ぺ
ん
作
り
、
カ
ヌ
ー

漕
艇
（
荒
天
時
＝
創
作
活
動
）

申
込
方
法　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
入
力

フ
ォ
ー
ム
で
申
し
込
む
（
７
月
18
日

  

午
前
９
時
か
ら
受
付
開
始
）。

定
員

40
人
（
抽
選
）

参
加
費　

１
１
０
０
円
（
保
険
料
、

飲
料
代
、
黒
は
ん
ぺ
ん
作
り
、
昼
食
）

申
込
期
限　

７
月
25
日
月　

午
後
１

時
ま
で

問
い
合
わ
せ　

焼
津
青
少
年
の
家

☎
０
５
４
（
６
２
４
）
４
６
７
５

議：議会事務局　秘：秘書政策課　情：情報交流課　環：環境課　市：市民課　商：商工観光課
建：建設課　公：公園公共建築課　水：水道課　　　　　　  問い合わせ　管理検査課　荒川　☎532602

工事・委託名 予定価格（税抜） 落札価格（税抜） 落札率 落札業者

議 牧之原市議会だより印刷製本業務 1,668,800円 1,304,800円 78.19% 小山紙店

秘 公用車運転管理業務委託（月額） 469,000円 437,000円 93.18% 武州総合サービス静岡 　静岡事業所

情 広報まきのはら印刷等業務 5,157,280円 4,329,400円 83.95% 小山紙店

市 窓口証明書発行システム機器等賃貸借（月額） 73,300円 73,200円 99.86% トツカ

環 牧之原市環境調査業務委託 2,790,000円 2,120,000円 75.99% 静環検査センター

環 環境基本計画・地方公共団体実行計画（区域施策編）・地域気候変動適応計画策定業務委託 4,240,000円 3,900,000円 91.98% （一社）静岡県環境資源協会

環 牧之原市新火葬場整備に伴う基本計画策定等業務委託 2,493,400円 2,300,000円 92.24% （一社）一般社団法人火葬研

商 牧之原市海水浴場電気放送設備設置撤去工事 2,048,000円 1,920,000円 93.75% 大洋電設

建 市道勝間田静波線歩行空間設置工事 その３ 5,900,000円 3,900,000円 66.10% ロード産業

建 道の駅「（仮）さかべ」測量設計業務委託 6,020,000円 4,740,000円 78.74% 不二総合コンサルタント 　島田営業所

公 秋葉公園等維持管理業務委託 2,330,000円 2,230,000円 95.71% ガーデンプラン季風庭

公 勝間田川堤桜害虫防除業務委託 637,000円 630,000円 98.90% 牧の原造園

水 量水器購入 6,757,660円 4,088,200円 60.50% 愛知時計電機 　静岡営業所

HP

海上保安大学校
（本科）

海上保安学校

HP

祝

学校ＨＰ

中
部
看
護
専
門
学
校
の
学

校
見
学
会
を
開
催
し
ま
す

焼
津
青
少
年
の
家
の
イ
ベ

ン
ト
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

子
育
て
支
援
セ
ミ
ナ
ー
の

託
児
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
中

あ
な
た
の
想
い
を
社
会
に

発
表
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

「
榛
原
総
合
病
院
」で
ぜ
ひ

一
緒
に
働
き
ま
し
ょ
う
！

島
田
樟
誠
高
校「
夏
の
オ
ー

プ
ン
ス
ク
ー
ル
」
を
開
催

介
護
者
の
つ
ど
い
「
口
腔

ケ
ア
で
免
疫
力
ア
ッ
プ
」

「
介
護
支
援
専
門
員
試
験
」

を
受
験
し
て
み
ま
せ
ん
か

令
和
５
年
４
月
採
用
の
海

上
保
安
官
を
募
集
し
ま
す

放
送
大
学
で
は
２
０
２
２

年
10
月
の
入
学
生
を
募
集

家
屋
の
調
査
を
実
施
し
ま

す
の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い

吉
田
町
上
水
道
メ
ー
タ
ー

の
取
り
換
え
を
行
い
ま
す

榛
原
総
合
病
院
の
無
料
相

談
会
「
ま
ち
の
保
健
室
」

吉
田
特
別
支
援
学
校
小
・

中
学
部
体
験
入
学
を
開
催

公
開
講
座
「
フ
レ
イ
ル
を

予
防
し
よ
う
！
」
を
開
催



　

図
書
交
流
館
い
こ
っ
と
は
、
４
月
17
日
で
開
館
１
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

２
月
５
日
に
は
来
館
者
が
10
万
人
を
達
成
す
る
な
ど
、
多
く
の
皆
さ
ま
に
ご

利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
特
集
で
は
、
図
書
交
流
館
い
こ
っ
と
の
１
年
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、

市
立
図
書
館
の
便
利
な
サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

社
会
教
育
課　

元
木
香
代　

☎
（
23
）
７
０
０
７

開館記念式典（令和（Ｒ）３年４
月） 開館記念イベント「いこっと
でウォーリーをさがせ！」（Ｒ３年
７月） いこっと折り紙教室（Ｒ３
年10月） 特集展示「おしえて！
LGBT パネル展」（Ｒ３年11月）
環境課・健康推進課共催展示「食育
×歯科×環境コラボ展示」（Ｒ３年
11月） サンタクロースによる読
み聞かせ（Ｒ３年12月） 漫画家・
くめ
田
た
晃
あき
宏
ひろ
さんの作品と原画特別展示

（Ｒ４年１月） 来館者10万人達成
（Ｒ４年２月） いこっと おとなの
学び講座「わかりやすく教えて！お
金のあれこれ」（Ｒ４年２月） 絵
本作家・スギヤマカナヨさんワーク
ショップ「まきのはらで ぼくのま
ち わたしのまちをつくろう！」（Ｒ
４年３月） 開館１周年記念イベン
ト「お楽しみ抽選会」（Ｒ４年４月）
年間を通して多くの市内小学生が
見学に来館

だけでなく、
も所蔵しています。また医療・がん情報コーナーやハロー

ワーク求人票など、 を設置し、皆さんの知り
たいさまざまな情報を提供しています。

図書館ＨＰは、パソコンや携帯電話からいつでもどこでも見ることができます。
便利な機能として、「蔵書検索・予約」メニューから できる
ほか、 ことができます。また、パスワードを登録
して「マイメニュー」画面にログインすることで、

。

市立図書館では、毎月さまざまな本の特集展示を開催しているほか、定期的に「いこっと おとなの学び講座」
や子ども向けのイベントを開催しています。このようなイベント情報は、毎月の

や、 に掲載しています。また、
していますので、ぜひ受信設定をしてください！

 市LINE公式アカウントの基本メニュー右下にある「受信設定」（歯車アイコン）をタップし、「欲しい情報」の　
　　　　   項目の中から、「観光・イベント・スポーツ」にチェックを入れてください。

過去に受信したメールの末尾のURLをクリック→「登録情報の変更」をクリック→「配信情報」の「イベント
　　　　　 観光情報」にチェックを入れてください。

求人票コーナー

図書館ＨＰ



▼
相
良
小
学
校
６
年
生
の
周
遊

フ
ラ
イ
ト
（
22
㌻
に
掲
載
）
の

取
材
で
、
飛
行
機
に
同
乗
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
当
日
の
天

気
は
く
も
り
で
、
富
士
山
や
学
校

が
見
え
る
か
ど
う
か
は
運
次
第
と

い
う
状
況
で
し
た
が
、
児
童
や
先

生
、
テ
レ
ビ
局
の
取
材
ク
ル
ー
の

皆
さ
ん
と
と
も
に
ワ
ク
ワ
ク
し
な

が
ら
離
陸
▼
上
空
で
は
幸
運
な
こ

と
に
、
富
士
山
も
街
並
み
も
学
校

も
、
は
っ
き
り
と
見
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
特
に
、
少
し
雪
が
残

る
富
士
山
の
黒
い
山
肌
が
太
陽
に

照
ら
さ
れ
て
い
る
様
子
は
、
言
葉

で
は
表
す
こ
と
が
で
き
な
い
美
し

さ
で
し
た
。
飛
行
機
は
学
校
の
貸

し
切
り
な
の
で
、
機
内
で
は
大
人

も
子
ど
も
も
歓
声
を
上
げ
て
大
興

奮
。
こ
ん
な
ぜ
い
た
く
な
経
験
は
、

二
度
と
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
▼
少
し
ず
つ
「
ウ
ィ

ズ
コ
ロ
ナ
」
の
流
れ
が
見
え
て
き

ま
し
た
。
今
後
も
子
ど
も
た
ち
が
、

勉
強
以
外
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
経
験

を
た
く
さ
ん
で
き
る
と
い

い
な
と
思
い
ま
す
。

広
報
ま
き
の
は
ら

令
和
４
年
６
月
15
日
発
行

吉
中　

康
晟
さ
ん

よ
し
な
か
・
こ
う
せ
い　
　
　

細
江
小
６
年　

細
江
区
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